
お知らせ

 財政課（西館２階） 
【担当】古賀・野中　☎３７・６１１７

 社会福祉課（西館１階） 
【担当】南里・江口　☎３７・６１0７

入札参加資格審査の申請
の受付を開始します

買い物支援チラシ
を配布しました

　
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
買
い
物
支
援
協
力
店
は
、

買
い
物
な
ど
で
困
っ
て
い
る

人
へ
の
商
品
の
配
達
や
出
張

サ
ー
ビ
ス
、
店
内
で
の
補
助

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
け

が
や
病
気
で
買
い
物
に
行
け

な
い
人
・
妊
産
婦
な
ど
誰
で

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
公
共
事
業
の
入
札
へ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、「
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
指
名
願
い
）」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
２
０
１
９
年
度
、
２
０
２

０
年
度
の
指
名
願
い
に
つ
い

て
、
申
請
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
平
成
３１
年
１
月
７
日
㈪
～

　
　
　
　
　
２
月
２８
日
㈭

受
付
方
法

　
郵
送
の
み

※�

今
年
度
よ
り
郵
送
の
み
で

受
け
付
け
ま
す
。

書
類
形
態

　
Ａ
４
サ
イ
ズ

有
効
期
間

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

　
２
０
２
１
年
３
月
３１
日　

　
（
２
年
間
）

　
提
出
書
類
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。�

小城市ホームページから
検索指名願い

小城市ホームページから
検索買い物支援

 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】西村・原田　☎３７・６１３６

心にひびけ! ! 映画会 小城市ホームページから
検索映画会

　
市
内
２
会
場
で
、
映
画
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
に
つ

い
て
、
自
分
に
は
関
係
の
な
い

も
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の

中
に
あ
る
身
近
な
も
の
だ
と
気

づ
く
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
生

き
方
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け
に

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
映
映
画　
「
く
ち
づ
け
」

テ
ー
マ　
　
障
が
い
者
の
人
権

入
場
料　
　
無
料

日付 平成31年１月19日（土）

時間
10時～12時30分

13時30分～16時

場所 牛津公民館

日付 平成31年１月20日（日）

時間
10時～12時30分

13時30分～16時

場所 ゆめぷらっと小城

◀︎
買
い
物
支
援
チ
ラ
シ

🄒2013「くちづけ」製作委員会
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お知らせ

◎燃えるごみ収集・・・年始は、１月４日（金）から収集します。
　　　　　　　　　　��（ごみ出しは当日の朝８時30分までにゴミステーションまで出してください）
　　　　　　　　　　　※前日や収集後のごみ出しは、周辺に迷惑をかけます。
◎燃えないごみ収集・・コンテナが満杯の時は、各家庭で保管をお願いします。
◎粗大ごみ収集・・・・１月４日（金）までの受付分は１月１0日（木）から順次回収します。

◎資源物収集・・・�１月２日（水）は資源物収集を行いません。
　　　　　　　　　１月のみ収集日が１週間ずれますのでご注意ください。
（水曜日に出せる種類や出し方については「小城市ごみ分別カレンダー」でご確認ください）
　水曜日の資源物回収に出せない場合は、廃棄物中継センター、北部資源物回収所（小城消防署北分署南
側敷地内）、南部資源物回収所（牛津公民館北）をご利用ください。

年末年始のごみ・し尿収集などのお知らせ
１2月 １月

26 27 28 29 30 31 １ ２ 3 ４ 5 6 ７
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

燃える
ごみの
収集

市内
全域

月・木曜日区域 ○ ○

休 み

○

休み

○

火・金曜日区域 ○ ○

水曜日区域 ○ ○ ○

資源物
の

収集
市内全域 ○

ごみの
直接
持込

市内
全域

廃棄物
中継センター
☎37・6145

○
8：30～
16：00

○
8：30～
16：00

○
（草木類
不可）
8：30～
16：00

○
（草木類
不可）
8：30～
15：00

○
8：30～
16：00

○
8：30～
15：00

休み
○

8：30～
16：00

資源物
の直接
持込

市内
全域

北部資源物回収所
（小城消防署北分署 南側敷地内）

休み
○

9：00～
16：00

○
9：00～
16：00

休み 休み 休み
○

9：00～
12：00

○
9：00～
16：00南部資源物回収所

（牛津公民館北）

し尿
汲取り

市内全域 ○ ○ ○ 休み ○ 休み 休み ○

申し込みについて

し尿汲取りは、お住まいの地区の下記の許可業者に直接申し込みください。
【小城町、三日月町の一部】㈲小城新生興業社（☎72・3091）
【三日月町の一部】ヤマトカンキョウ㈱（☎62・0059）
【牛津町、芦刈町】㈲天山環境開発工業（☎66・1356）

火葬場 市内
全域

天山地区共同斎場組合
☎76・2657 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休み ○ ○ ○ ○ ○ ○

○…収集有り、持込可　　休み・空欄…収集無し、持込不可

※月・木曜日区域と水曜日区域は12月29日（土）、１月５日（土）に臨時収集を行います。
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2019年度版ごみ分別カレンダーに
広告を掲載しませんか

広告の規格など
・規格　縦4.5㎝×横8.5㎝
・掲載枠　3枠
・掲載料　5万円／枠
・�掲載位置
　２ページ目ごみ収集日カレンダーの下段部分
・作成部数　16,900部（市内全戸へ配布します）
・要件　�市民生活に関連したもので、公序良俗に反

しないものなど
募集期間　12月20日（木）～平成31年１月18日（金）
申込方法　小城市ごみ分別カレンダー広告掲載申込
書に掲載しようとする広告の原稿を添えて、環境課
へ持参、または郵送してください。なお、申込書は
市ホームページからダウンロードできます。

決定方法
　掲載広告の決定は受付順とします。ただし、市内
の事業所などを優先します。
その他
・�広告掲載の可否は、「小城市ごみ分別カレンダー広
告掲載決定（不決定）通知書」でお知らせします。
・�広告料は前払いとなりますので、指定する期日ま
でにお支払いください。

 環境課（西館１階）  【担当】石井・藤木　☎３７・６１02 小城市ホームページから 検索ごみ分別カレンダー

▲平成30年度版
　ごみ分別カレンダー

廃棄物中継センターへ持ち込まれる人へ
【注意①】ごみ分別カレンダーでごみの処分方法を確認し、分別後の持ち込みをお願いします。
　　　　（混在や分別できていない場合には、持ち込みできません）
【注意②】12月28日（金）～29日（土）は、
　　　　「剪定くず、草、木くず」は持ち込み
　　　　 できません。
　　　　 ※１月４日（金）から持ち込み
　　　　 　できます。
【注意③】年末年始は、持ち込み車両で大変混雑
　　　　 しますので、係員の指示にしたがって
　　　　 ください。
　　　　 なお、ごみの持ち込みは年末年始を避
　　　　 けて早めにお願いします。

事業所から持ち込まれる人へ
【注意①】事業所からの燃えるごみ・燃えないごみ・資源物は、すべて有料となります。
【注意②】産業廃棄物および処理困難物は持ち込みできません。

34

207

34

332

284
43

212

N

牛津大橋

牛津大橋東

牛津公民館

牛津郵便局

牛
津
江
川

牛津駅

砥川大橋

牛津川

牛津高
牛津中

〒

牛津江排水機場

文
文小城市廃棄物

　　中継センター

 廃棄物中継センター  【担当】古賀・長尾　☎３７・６１４５ 小城市ホームページから 検索年末年始　ごみ
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お知らせ

 税務課（西館１階）  【担当】相川・福田　☎３７・６１0３

確定申告の受付が始まります 小城市ホームページから
検索確定申告

　
申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
以
外

の
会
場
（
小
城
、
牛
津
、
芦
刈
）

で
も
期
間
を
設
定
し
受
け
付
け
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
３１
年
１
月
１８
日
㈮

の
区
長
文
書
配
達
時
に
『
２
０
１

９
年
度
市
県
民
税
申
告
及
び
所
得

税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
』

と
い
う
冊
子
を
全
世
帯
に
配
布
し

ま
す
の
で
、
受
付
場
所
や
対
象
地

域
を
必
ず
事
前
に
確
認
し
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

休
日
受
付
（
対
象 

市
内
全
域
）

　
平
成
３１
年
２
月
２4
日
㈰

　
　
　
　
　
３
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　
９
時
～
１６
時

　
市
役
所
西
館
２
階　
大
会
議
室

内容 期間 場所 受付時間

還付申告 ２月13日（水）
　～15日（金）

市役所
西館（２階
大会議室） ９時～

16時市県民税
申告・
確定申告

２月18日（月）
～3月15日（金）

下表の
とおり

期間 受付場所 対象地域

２月18日（月）～22日（金）
市役所西館（２階大会議室） 三日月町全域

牛津公民館（１階ホール） 牛津町全域

２月25日（月）～3月１日（金）
市役所西館（２階大会議室） 牛津町･芦刈町全域

ゆめぷらっと小城
（２階天山ホール〔多目的ホール〕） 小城町全域

3月４日（月）～８日（金）
市役所西館（２階大会議室） 小城町・三日月町全域

ひまわり（集団指導室） 芦刈町全域

3月11日（月）～15日（金） 市役所西館（２階大会議室） 市内全域 ご確認
ください

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
！

　
確
定
申
告
の
受
付
の
際
は
、本
人
確
認
の
た
め
、

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

ま
た
は

②�

通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転
免
許
証
な
ど
の
身

分
証
明
書
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。（
詳
細
は
、
１
月
に
全
戸
配
布
す
る

確
定
申
告
用
の
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

農
業
所
得
計
算

 

簡
易
記
帳
説
明
会

　
制
度
説
明
な
ど
確
定
申
告
を
行
う
際
に

必
要
な
内
容
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

日
時　
平
成
３１
年
１
月
２２
日
㈫

　
　
　
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
所　
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

　
　
　
２
階　
視
聴
覚
室

講
師　
佐
賀
税
務
署
職
員

内
容　
収
支
内
訳
書
、
確
定
申
告
書
な

　
　
　
ど
の
作
成
に
つ
い
て

　
　
　
※�

当
日
は
、
筆
記
用
具
と
電
卓

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

小城市ホームページから
検索農業所得説明会
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 税務課（西館１階）  【担当】相川・久保田　☎３７・６１0３

税に関する作品の受賞者が決定しました

　
小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら｢

税
に
関
す
る
作
品
（
書
写
、絵
画
）｣

を
募
集
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
選

ば
れ
た
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。(

敬
称
略
）

◆
小
城
市
長
賞

　
今い

ま

泉い
ず
み　
杏き

ょ
う
か果

（
牛
津
中
３
年
）

◆
小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会 

会
長
賞

　
古こ

賀が　
百も

も

葉は

（
小
城
高
２
年
） ◆佐賀税務署長賞

　寺
てら

尾
お

　有
ゆう

可
か

（牛津中３年）

◆小城市租税教育推進協議会 会長賞

　鐘
かね

ケ
が

江
え

美
み

月
づき

（三日月中２年）

（
小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
主
催
）

 
小
学
生
の
税
に
関
す
る
絵
画 

（
小
城
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
主
催
）

 

中
学
生
の
税
に
関
す
る
書
写 

（
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・
国
税
庁
主
催
）

 

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文 

（
国
税
庁
主
催
）

 

高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文 

◆小城市租税教育推進協議会 会長賞

　山
やま

本
もと

　　新
あらた

（晴田小６年）

◆
佐
賀
県
税
事
務
所
長
賞

　
堤つ

つ
み　
　
愛あ

い

月る

（
晴
田
小
６
年
）

◆
佐
賀
税
務
署
長
賞

　
船ふ

な

津つ　
百も

も

音ね

（
三
日
月
小
６
年
）

 高齢障がい支援課（西館１階） 
【担当】辻田・古川　☎３７・６１0８

障害者控除対象者
の認定を行います

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
で
な
い
人
で
も
要
介

護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、
所
得
税
・
市
県
民

税
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　
介
護
度
を
お
持
ち
の
６5
歳

以
上
の
人
で
身
体
障
が
い
者

お
よ
び
知
的
障
が
い
者
に
準

ず
る
と
認
定
さ
れ
る
人
。

申
請
者　
課
税
さ
れ
て
い
る

対
象
者
ま
た
は
、
対
象
者
を

扶
養
し
課
税
さ
れ
て
い
る
人
。

持
参
す
る
も
の

・�

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保

険
者
証

・�

印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も

の
）

申
請
受
付
開
始
日　

　
平
成
３１
年
１
月
４
日
㈮

※�

認
定
結
果
の
交
付
に
は
２

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
人
に
は
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」を
交
付
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
の
時
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

小城市ホームページから
検索障害者控除

 総合戦略課（西館２階） 
【担当】坂田・正嶋　☎３７・６１１３

広報『さくら』を
スマホで読もう

　
移
動
中
や
待
ち
時
間
、
空

き
時
間
に
手
軽
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
広

報
『
さ
く
ら
』
を
閲
覧
で
き

ま
す
。
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

アプリで読むには
① App Store、Google Play

から「マチイロ」を検索し、
ダウンロード。

▼
② 居住地を「小城市」に設定

します。
　これで設定完了です。

▼
③ 毎月20日に広報『さくら』　

最新号を自動的に配信します。

▲ �ＱＲコードからも
ダウンロードでき
ます
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お知らせ

高額医療・高額介護合算療養費の受付を行います

　
１
年
間
（
８
月
～
７
月
）
の

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
の
合
算
が
著
し
く
高
額

に
な
る
場
合
、
そ
の
負
担
額
を

軽
減
す
る
た
め
に
「
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制

度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
人
〉

　
対
象
者
に
は
、
２
月
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

〈
他
の
医
療
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
・

健
保
組
合
・
共
済
等
の
保
険
）の
人
〉

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

へ
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
の
際
に
は
介
護
保
険
の

「
自
己
負
担
額
証
明
書
」
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。申
請
は
、

佐
賀
中
部
広
域
連
合
と
高
齢
障

が
い
支
援
課
で
受
付
を
し
て
い

ま
す
が
、
発
行
ま
で
約
１
カ
月

か
か
り
ま
す
。

合算した場合の限度額（年額／平成29年８月〜平成３0年７月）
●70歳未満の人

所得※区分 限度額
所得901万円超 212万円
所得600万円超901万円以下 141万円
所得210万円超600万円以下 67万円
所得210万円以下（住民税非課税世帯除く） 60万円
住民税非課税世帯 34万円
※�「基礎控除後の総所得金額等」のことです。

●70歳以上の人
所得区分 限度額

現役並みⅢ 課税所得690万円以上 212万円
現役並みⅡ 課税所得380万円以上 141万円
現役並みⅠ 課税所得145万円以上 67万円
一般 （課税所得145万円未満等） 56万円
低所得者Ⅱ 31万円
低所得者Ⅰ 19万円
●�低所得者Ⅰで介護保険の受給者が複数いる世帯の場合は、限度額の適
用方法が異なります。

 国保年金課（西館１階） 
【担当】円城寺・野田　☎３７・６１0１

後期高齢者医療保険料
納付証明書を送付します

介護保険料の納付確認書を送付します

　
６5
歳
以
上
の
人
が
納
付
さ

れ
た
介
護
保
険
料
は
、
所
得

税
確
定
申
告
や
市
（
町
）
県

民
税
申
告
の
際
に
「
社
会
保

険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

平
成
30
年
中
に
納
付
書
払
い

ま
た
は
口
座
振
替
の
あ
る
人

　
佐
賀
中
部
広
域
連
合
か
ら

「
納
付
確
認
書
」
を
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

平
成
30
年
中
の
保
険
料
の
支

払
い
方
法
が
年
金
天
引
き
の

人
　
日
本
年
金
機
構
や
共
済
組

合
な
ど
か
ら
１
月
中
に
送
付

さ
れ
る
「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※�

申
告
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
税
務
署
ま
た
は
市

の
税
務
担
当
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
３０
年
中
に
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
支
払
っ
た

人
に
、
確
定
申
告
に
必
要
な

納
付
証
明
書
を
平
成
３１
年
１

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
年
末
調
整
な
ど
で
発
送
前

に
必
要
な
人
に
は
、
申
し
出

に
よ
り
事
前
に
発
行
し
ま
す
。

【
普
通
徴
収（
納
付
書
払
い・

口
座
振
替
の
人
の
み
）】

事
前
発
行
に
必
要
な
も
の

・�

窓
口
に
来
ら
れ
る
人
の
本

人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※�

別
世
帯
の
人
が
来
ら
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

発
行
場
所　
国
保
年
金
課

※
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。

申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　
世
帯
の
中
に
所
得
が
不
明

な
人
（
未
申
告
の
人
）
が
一

人
で
も
い
る
と
、
本
来
受
け

ら
れ
る
は
ず
の
給
付
や
保
険

料
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
収

入
が
な
い
人
で
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

 ・佐賀中部広域連合　業務課 
【担当】白濱・南里　☎４0・１１３５

　　・高齢障がい支援課（西館１階） 
【担当】辻田・西村　☎３７・６１0８

 【医療保険に関すること】国保年金課（西館１階）　  ☎３７・６１0１／佐賀県後期高齢者医療広域連合　☎６４・８４７６
【介護保険に関すること】高齢障がい支援課（西館１階）  ☎３７・６１0８／佐賀中部広域連合　給付課　☎４0・１１３４
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 下水道課（東館２階）  【担当】古庄・真島　☎３７・６１22

公共下水道供用開始に伴う接続手続き

　
１２
月
３１
日
㈪
か
ら
、
次
の
行

政
区
の
一
部
が
供
用
開
始
区
域

（
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
）

と
な
り
ま
す
。

対
象
行
政
区

・�

三
日
月
町
の
甘
木
、
久
米
、

土
生
、
仁
俣

宅
内
排
水
設
備
工
事

　
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に

は
、
宅
内
排
水
設
備
工
事
が
必

要
で
す
。
市
が
指
定
し
て
い
る

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
に

依
頼
し
、
市
へ
申
請
を
行
い
、

許
可
後
に
工
事
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

工
事
費
用

　
宅
内
排
水
設
備
に
か
か
る

費
用
は
、
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

補
助
制
度

　
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る

費
用
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ

う
な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

・�
下
水
道
等
宅
内
改
造
積
立

金
補
助
金
交
付
制
度

・�

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子

補
給
金
交
付
制
度

　
市
で
は
、
将
来
に
美
し
い
自

然
を
残
す
た
め
、
家
庭
か
ら
の

生
活
雑
排
水
を
浄
化
す
る
下
水

道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
下
水
道
供
用
開
始
と
な
っ
た

区
域
内
の
家
庭
は
、
早
め
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

区
域
の
確
認
や
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小城市ホームページから
検索下水道　供用

クリーンますクリーンます 汚水ます汚水ます 汚水ます汚水ます 公共ます公共ます 本管本管
側溝側溝

官民
境界

官民
境界

道路道路

排水設備排水設備
（個人で設置、管理します）（個人で設置、管理します） （市が設置、管理します）（市が設置、管理します）

下水道下水道

産前産後期間の国民年金免除制度が始まります

対
象
者

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
」
で
出
産
日
が
平
成
３１
年
２

月
１
日
以
降
の
人

免
除
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６

カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※ 

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４

カ
月
）
以
上
の
出
産
を
い
い

ま
す
。（
死
産
、
流
産
、
早

産
さ
れ
た
人
を
含
む
）

申
請
時
期

　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か

ら
申
請
可
能
で
す
の
で
、
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

た
だ
し
、
申
請
が
で
き
る
の

は
平
成
３１
年
４
月
か
ら
で
す
。

申
請
書

　
平
成
３１
年
４
月
か
ら
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。ま
た
、

記
入
の
方
法
も
併
せ
て
掲
載
予

定
で
す
。

必
要
書
類

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も

の
・
身
分
証
明
書

　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・ 
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合

　
…
母
子
健
康
手
帳
な
ど

・ 

出
産
後
に
申
請
す
る
場
合

　
… 

出
産
日
は
市
区
町
村
で
確

認
で
き
る
た
め
原
則
不
要

　
（ 

被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯

の
場
合
は
出
生
証
明
書
な

ど
出
産
日
お
よ
び
親
子
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
）

申
請
場
所

　
国
保
年
金
課
（
西
館
１
階
）

日本年金機構のホームページから
検索年金　産前産後

 ◦国保年金課（西館１階）  【担当】後藤・塚元　☎３７・６１0１
◦佐賀年金事務所  　　　　　　　　　　　　　☎３１・４１9１

9 小城市広報 2 0 1 9年1月号



お知らせ

 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】西村・原田　☎３７・６１３６

　市では、さまざまな人権問題を自分のこととし
て考えるきっかけ作りに、じんけんふれあいセミ
ナー（講話、講演会、現地研修、映画会）を毎年
開催しています。
　先日、現地研修に参加してきました。行き先
は、エフピコ佐賀工場と久留米人権啓発センター
です。エフピコ佐賀工場は、障がい福祉サービス
事業所（就労Ａ型支援事業所）で、開設されて今
年で12年目。障がいのある人が現在35人、従業
員として就労されていました。回収した使用済ト
レーなどを、再生原料とするために手作業での選
別作業の他、明太子専用トレーの製造をされてい
ます。
　それぞれの目標を持って生き生きと、一生懸命

仕事に取り組まれている姿に感銘を受けました。
そばに寄り添い、さまざまな支援やサポートをさ
れている職場は、従業員が自信を持って「自分の
力が必要とされている」と感じることができ、障
がいを理由とする偏見や差別もなく、人権をも守
られている、とても居心地のよい企業でした。
　私たちも地域の中で、困っている人がいたら、
まずは寄り添う勇気を持ちたいですね。
　現地研修だからこそ実際に見て聞いて感じるこ
とができ、講話を聴く学習とはまた違って、より
多くの事が心に響いてきます。
　一度「じんけんふれあいセミナー」に参加して
みませんか？お待ちしています！

社会教育指導員　八
や

頭
とう

司
じ

美
み

和
わ

そばに寄り添う

 教育総務課（東館２階） 
【担当】松尾・久原　☎３７・６１３0

小学校入学説明会
のご案内

小城市ホームページから
検索入学説明会

 教育総務課（東館２階） 
【担当】松尾・副島　☎３７・６１３0

「就学援助制度」
をご存じですか

　
「
就
学
援
助
制
度
」と
は
、

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学

用
品
費
・
給
食
費
な
ど
の
就

学
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

　
詳
細
は
、
小
・
中
学
校
事

務
室
ま
た
は
、
教
育
総
務
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
市
内
に
在
住
し
、
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
が

い
る
保
護
者
。

※�

現
在
、
援
助
を
受
け
て
い

る
人
も
新
年
度
の
申
請
は

必
要
で
す
。

小城市ホームページから
検索就学援助制度

　
２
０
１
９
年
度
に
市
内
の

小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
の

保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

内
容

・
小
学
校
で
の
生
活

・
入
学
ま
で
の
諸
準
備

・
校
納
金・就
学
援
助
制
度

　
な
ど

学校名 期日 開始時間 場所
桜岡小 平成31年２月１日（金） 13時30分 多目的室
三里小 平成31年２月７日（木） 10時 なかよしルーム
晴田小 平成31年１月31日（木） 14時 多目的室
岩松小 平成31年２月１日（金） 14時10分 多目的室
三日月小 平成31年２月１日（金） 14時 第２音楽室
牛津小 平成31年２月１日（金） 14時 多目的室
砥川小 平成31年２月７日（木） 14時 図書室
芦刈小 平成31年２月１日（金） 14時 会議室
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 市民課（西館１階）  【担当】空閑・相川　☎３７・６１00

住民基本台帳カード内の電子証明書が失効します

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
内
の
電
子

証
明
書
が
平
成
３０
年
１２
月
２２
日
を

も
っ
て
失
効
し
ま
す
。（
個
人
に
よ

り
失
効
時
期
は
異
な
り
ま
す
）

　
所
得
税
な
ど
の
申
告
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
さ

れ
る
人
は
、
電
子
証
明
書
が
必
要
で

す
の
で
、
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

カ
ー
ド
表
面
の
有
効
期
限
ま
で
は
利

用
可
能
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
方
法

　
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

通
知
カ
ー
ド
下
部
の
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電
子
証
明

書
発
行
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
写
真
を
貼
付
の
う
え
同

封
さ
れ
て
い
る
申
請
用
封
筒
に
入

れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

申
請
用
封
筒
・
申
請
書
が
無
い
人

や
住
所
・
氏
名
な
ど
を
変
更
さ
れ

て
い
る
人
は
、
市
民
課
お
よ
び
各

出
張
所
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②�

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
申
請
が
で
き
ま
す
。（
申
請
者

Ｉ
Ｄ
を
お
持
ち
の
人
に
限
り
ま

す
）
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
設

置
し
て
い
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

用
端
末
」
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

（
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お

持
ち
の
人
に
限
り
ま
す
）

受
け
取
り
ま
で
の
期
間

　
申
請
か
ら
お
渡
し
ま
で
１
カ
月
程

か
か
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
用
封
筒

の
使
用
に
つ
い
て

　
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る

申
請
用
封
筒
は
、
差
出
有
効
期
限
を

過
ぎ
て
い
て
も
、
２
０
１
９
年
５
月

３１
日
ま
で
は
切
手
を
貼
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
は
、こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
宛

名
用
紙
」に
住
所・氏
名
を
記
入
し
、

自
分
で
用
意
し
た
定
形
封
筒
の
表
面

に
貼
り
付
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）・
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
顔
写
真
が
記
載

さ
れ
、
本
人
確
認
書
類
の
た
め
の
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
の
際
に
電
子
申
告

が
で
き
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民

票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
も
取
得
で

き
、
大
変
便
利
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
時
間

　
６
時
３０
分
～
２３
時

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
証
明
書

対象となる証明書 手数料

住民票

各
250円

住民票記載事項証明書

印鑑登録証明書

所得・課税証明書

小城市ホームページから
検索マイナンバー

1ページ

申請書送付用封筒の作成について
●定形封筒に宛名用紙を貼付ける場合

●封筒を組み立てる場合

※　　　　  を印刷してください

❶ 縦型の定形封筒をご用意ください。

❷ このページにある「宛名」を切り取って、住所・氏名をご記入ください。

❸ 封筒の表面にのり等でしっかり貼り付けてください。

❹ 個人番号カード交付申請書を入れ、封をしてください。

❺ そのままポストに投函してください。

全面に
しっかりと
のりづけ
してください。

お手持ちの
定形封筒を
ご用意ください。

しっかりと
のりづけ
してください。

日本郵便株式会社
川崎東郵便局
郵便私書箱第2号

地方公共団体情報システム機構
個人番号カード交付申請書
受付センター  行

❶ 2ページ目をキリトリセンに沿って切り取ってください。

❷ 案内に沿ってのりを付け、封筒を組み立ててください。

❸ 封筒の裏面に住所・氏名をご記入ください。

❹ 個人番号カード交付申請書を入れ、封をしてください。

❺ そのままポストに投函してください。

※宛名用紙がはがれた場合や定形外封筒を使用した場合等、
郵便物とみなされず、差出人に返送されることがあります
のでご注意ください。

※切手は不要です。

※切手は不要です。

※のり付けをしっかりしてください。

料金受取人払郵便

川崎東局
承認

7

（切手不要）

差出有効期間
平成31年 9 月
２６日まで

住所

キリトリセン

氏名

〒 ー

2 1 9 - 8 7 3 2

0 0 2

日本郵便株式会社
川崎東郵便局
郵便私書箱第2号

地方公共団体情報システム機構
個人番号カード交付申請書
受付センター  行

料金受取人払郵便

川崎東局
承認

（切手不要）

差出有効期間
平成31年 9 月
２６日まで

住所

氏名

〒 ー

2 1 9 - 8 7 3 2

0 0 2
日本郵便株式会社
川崎東郵便局
郵便私書箱第2号

地方公共団体情報システム機構
個人番号カード交付申請書
受付センター  行

料金受取人払郵便

川崎東局
承認

7

7

（切手不要）

差出有効期間
平成31年 9 月
２６日まで

住所

氏名

〒 ー

2 1 9 - 8 7 3 2

0 0 2

1ページ

※　　　　  を印刷してください2ページ

▼宛名用紙

マイナンバー
キャラクター
「マイナちゃん」
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お知らせ

 商工観光課（東館１階） 
【担当】相原・森　☎３７・６１29

 総合戦略課（西館２階） 
　【担当】西田・今村　☎３７・６１１0

ミナノ精工株式会社と
立地協定を締結しました

ドローンに関する
連携協定の締結　

　
市
と
株
式
会
社
ト
ル
ビ
ズ

オ
ン
（
本
社・福
岡
県
）
は
、

「
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）

を
活
用
し
た
実
証
実
験
等
に

よ
る
地
方
創
生
連
携
協
定
」

に
関
す
る
締
結
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
協
定
は
、
上
空
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「sora:share
」（
ソ
ラ
シ
ェ

ア
）
の
実
証
実
験
、
防
災
・

災
害
対
策
、
観
光
の
振
興
な

ど
の
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
地
方
創
生
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
金
型
、
精
密
治じ

工こ
う
具ぐ

な
ど

を
製
造
す
る
ミ
ナ
ノ
精
工
株

式
会
社
（
本
社
・
小
城
市
）

と
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
協
定
は
、
同
社
の

三
日
月
町
織
島
へ
の
工
場
増

設
に
伴
う
も
の
で
、
中な
か
富と
み
剛つ
よ
し

代
表
取
締
役
社
長
は
、
締
結

式
で
「
高
精
度
と
短
納
期
を

実
現
し
、
競
争
に
打
ち
勝
っ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

小城市ホームページから
検索ドローン

 定住推進課（東館１階）  【担当】大久保・福岡 　☎３７・６１５0

空き家を利活用しませんか

　
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
空
き

家
を
「
売
り
た
い・貸
し
た
い
」

人
と
「
買
い
た
い・借
り
た
い
」

人
を
結
び
つ
け
る
制
度
で
す
。

　
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
て
、

活
用
に
お
悩
み
の
空
き
家
を
お

持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

る
と
、
次
の
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

空
き
家
改
修
費
助
成
事
業

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
戸
建
住
宅
の
改
修
工
事
や
不

要
物
の
撤
去
な
ど
を
行
う
人
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
奨
励

金
　
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
者

と
媒
介
契
約
を
締
結
し
、
空
き

家
バ
ン
ク
に
新
た
に
物
件
を
登

録
さ
れ
た
人
、
お
よ
び
登
録
さ

れ
た
物
件
が
成
約
し
た
人

※ 

市
で
は
、
物
件
の
売
買
、
賃

貸
借
な
ど
に
関
す
る
交
渉
お

よ
び
契
約
な
ど
の
仲
介
行
為

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

改
修
費
助
成
事
業
お
よ
び
活

用
促
進
奨
励
金
は
、
他
に
も

交
付
条
件
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
度
、
制
度
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人

は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」、「
空
き
家

改
修
費
助
成
事
業
」、「
空
き
家

バ
ン
ク
活
用
促
進
奨
励
金
」
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

小城市ホームページから
検索空き家

AR動画が
見られます
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 財政課（西館２階）  【担当】古賀・野中　☎３７・６１１７

入札結果を公表します 小城市ホームページから
検索入札結果

（11月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額 
(うち消費税相当額)

予定価格 
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

平成30年度　
道路維持補修事業
小城市内道路維持補修業務（後期）

㈱政工務店、㈱城南建設、

岡本建設㈱、㈱中島工務店
㈱城南建設

14,742,000
(1,092,000)

14,990,400
(1,110,400)

98.34 

財政課
☎37・6117

平成30年度　
まちなか市民交流プラザ整備事業
まちなか市民交流プラザ
駐車場拡張工事

水田建設㈱、㈱嶋本建設、

服巻建設㈱、㈱ナカムラ、

㈱エィ・ティ・ジー、

㈱中部ガス、㈱豊城建設、

㈱江里口造園�小城支店

㈱豊城建設
24,008,400
(1,778,400)

25,282,800
(1,872,800)

94.96

平成30年度　
農業基盤整備促進事業
島溝水路①　1工区整備工事

水田建設㈱
18,111,600
(1,341,600)

19,083,600
(1,413,600)

94.91

※入札結果は、市ホームページでも公表しています。

　

広告掲載物 2019年度に作製・販売する市指定の
ごみ袋

規格
家庭系燃えるごみ（大）
（縦6㎝×横36㎝）
80万枚（予定）

家庭系燃えるごみ（中）
（縦6㎝×横26㎝）
30万枚（予定）

募集件数 3枠 ２枠

掲載料
（広告料金） 14万円（年額）/１枠 ７万円（年額）/１枠

掲載開始 平成30年度作製分の在庫終了後
（2019年6月以降を予定）

注意事項
広告掲載の決定を受けた広告主は、別に定める
日までに版下原稿（電子データ）の提出と広告
料の納付をお願いします。

申込方法
申込書と広告原稿を添えて応募ください。申し
込みいただいた原稿は、審査の上、掲載の可否
を決定します。

申込期限 平成３１年２月８日（金）

 廃棄物中継センター  【担当】中島・古賀　☎３７・６１４５

指定ごみ袋の有料広告を募集します 小城市ホームページから
検索ごみ袋　有料広告

　市が作製する、市指定ごみ袋に掲載する有料
広告を募集します。ぜひ、会社・団体のPRにご
活用ください！

大 (40ℓ)
10枚入400円

中(25ℓ)
10枚入 250円

ごみの減量化にご協力を!!

小城市

地区名（班・組）

燃えるごみ（大）
（一般家庭用）

ごみの減量化にご協力を!!

小城市

地区名（班・組）

燃えるごみ（中）
（一般家庭用）

大 (40ℓ)
10枚入400円

中(25ℓ)
10枚入 250円

ごみの減量化にご協力を!!

小城市

地区名（班・組）

燃えるごみ（大）
（一般家庭用）

ごみの減量化にご協力を!!

小城市

地区名（班・組）

燃えるごみ（中）
（一般家庭用）

こ
こ
に
掲
載
し
ま
す
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お知らせ

平
成
29
年
度
　
小
城
市
の
家
計
簿

決
算
報
告

　
平
成
２９
年
度
の
小
城
市
の
決
算
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
普
通
会
計
の
決
算
を

も
と
に
家
計
に
例
え
て
み
ま
し
た
の

で
、一
緒
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
の
平
成
29
年
度
普
通
会

計
決
算
額
を
１
カ
月
の
家
計

に
例
え
て
み
る
と
、
小
城
家

の
１
カ
月
の
収
入
は
50
万
９

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
で
は
、
主
に
、
親
か

ら
の
援
助
や
雑
収
入
（
寄
附

金
）
や
新
た
な
借
入
金
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
）
が
増
え
た
こ
と
や
家
の

増
改
築
（
西
九
州
大
学
誘
致

や
市
営
住
宅
建
替
え
な
ど
）

を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
親
か
ら
の
援
助
（
国
・

県
支
出
金
）
や
新
た
な
借
入

金
（
地
方
債
）
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
支
出
で
は
、
主
に
、
医
療

費
・
教
育
費
等
（
扶
助
費
）

や
光
熱
水
費・消
耗
品
等（
物

件
費
）
や
家
の
増
改
築
費
用

（
投
資
的
経
費
）
な
ど
が
増

え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
支

援
費
用
、
寄
附
金
に
対
す
る

お
礼
の
品
が
増
え
た
こ
と
、

家
の
増
改
築
（
西
九
州
大
学

誘
致
や
市
営
住
宅
建
替
え
な

ど
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
ロ
ー
ン
の
返

済
（
公
債
費
）
や
子
ど
も
へ

の
仕
送
り
（
繰
出
金
）
な
ど

は
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ロ
ー
ン
の
完
済
や
繰
上
げ
返

済（
繰
上
償
還
）を
し
た
り
、

子
ど
も
へ
の
仕
送
り
（
国
民

健
康
保
険
事
業
や
下
水
道
事

業
の
別
会
計
へ
の
支
出
）
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

その他の交付金
9億8,020万円（４%）

諸収入・分担金・負担金
6億5,514万円（３%）

繰越金
2億9,070万円（１%）

使用料および手数料
1億8,184万円（１%）

寄附金
18億3,177万円（８%）

財産収入
6,994万円（1%）

繰入金
３億9,773万円（２%）

市債
21億3,800万円
（９%）

国・県支出金
52億5,667万円
（23%）

地方交付税
69億2,158万円（30%）

市税
42億8,958万円（18％）

歳入
依
存
財
源

自主
財
源

66％
34％

230億1,315万円歳入総額

小城家の１カ月の収入の内訳
収入 増減率

給料（市税） 94,877 1.8％

親からの援助
（国・県支出金など） 291,039 5.9％

雑収入（諸収入・寄附金など） 60,574 5.6％

貯金の取崩し（繰入金） 8,797 272.3％

前月からの繰越金
（繰越金） 6,430 3.7％

新たな借入金（地方債） 47,288 42.0％

合計 509,005

　市の普通会計の決算を家計に置き換えました。１
カ月分の家計の収入と支出を、市民１人当たりの金
額に置き換えると次のようになります。

（収入）−（支出）の9,915円　　　を翌月へ繰り越します。 　　

平成30年3月31日　住民基本台帳人口　45,212人

普通会計　歳入の内訳

小城家の家計簿
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各会計の決算収支
平成29年度会計別決算

※�平成29年度決算報告（普通会計）のグラフと上記の普通会
計の小計が合わないのは、普通会計間のやり取り（繰入繰出）
がなかったものとして相殺処理をしているためです。

会計名 歳入決算額（収入）歳出決算額（支出）

普
通
会
計

一般会計 230億1,456万円 225億6,626万円

授産場特別会計 2,292万円 2,292万円

小計 230億3,748万円 225億8,918万円

特
別
会
計

簡易水道特別会計 741万円 564万円

下水道特別会計 22億7,011万円 21億9,989万円

国民健康保険特別会計 57億3,357万円 57億1,470万円

後期高齢者医療特別会計 5億2,194万円 5億1,367万円

小計 85億3,303万円 84億3,390万円

合　　計 315億7,051万円 310億2,308万円

公
営
企
業
会
計

病院事業会計 13億4,654万円 13億2,522万円

水道事業会計 6億169万円 3億3,831万円

225億6,485万円歳出総額

そ

の
他
の
経
費

義

務
的
経
費

54％ 44％

歳出

積立金 １億4,223万円（１％） 歳計剰余金
4億4,830万円（２％）投資・出資金・貸付金

9,634万円（０％）
維持補修費
8,129万円（０％）

繰出金
24億7,496万円
（11％）

補助費等
19億2,790万円
（８％）

物件費
36億6,810万円
（16％）

投資的経費
40億8,046万円（18％）

人件費
32億9,666万円
（14％）

扶助費
43億2,747万円
（19％）

公債費
24億6,944万円
（11％）

小城家の１カ月の支出の内訳
支出 増減率

食費（人件費） 72,916 1.8％

医療費、教育費等（扶助費） 95,715 3.4％

ローンの返済（公債費） 54,619 6.7％

光熱水費・消耗品等
（物件費） 81,131 4.1％

自治会費、クラブ会費等
（補助費など） 42,641 7.4％

子どもへの仕送り（繰出金） 54,741 3.2％

家の修繕費（維持補修費） 1,798 12.5％

友達へ貸したお金
（投資・出資金・貸付金） 2,131 15.8％

貯金（積立金） 3,146 275.9％

家の増改築費用
（投資的経費） 90,252 83.2％

合計 499,090

（収入）−（支出）の9,915円　　　を翌月へ繰り越します。 　　

用語説明
《歳入》

市 税 市民税や固定資産税など市に納められたお金

諸収入・分担金・負担金 貸付金の返済や特定の事業に対し利益を得た者
からもらうお金

繰 越 金 前年度から繰り越されたお金

使 用 料・ 手 数 料 公営住宅の家賃や住民票の発行などで納められ
たお金

寄 附 金 ふるさと応援寄附金などの寄附金

財 産 収 入 市が持っている建物や土地の貸付などで入って
きたお金

繰 入 金 基金などから繰り入れたお金

地 方 交 付 税 国税（所得税、法人税、酒税など）の一部から
一定の割合の金額を配分されたお金

地 方 債 資金調達のために借りた借金

国・ 県 支 出 金 市が行う特定の事業に対して国や県から交付さ
れたお金

自 主 財 源 市が自ら調達できる収入

依 存 財 源 国や県の決定や割り当てによって交付される収
入。市独自で収入額を決められない

《歳出》
人 件 費 職員給与や議員報酬などのお金

扶 助 費 生活保護費、児童手当、障がい者への支援に使
われたお金

公 債 費 これまで借り入れたお金の返済に使われたお金

投 資 的 経 費 建物や道路などのインフラ整備に使うお金

物 件 費 業務を行う上で必要な事務費

補 助 費 等 各団体などへの補助金や負担金

繰 出 金 特別会計などに繰り出すお金

維 持 補 修 費 市が管理する施設や道路を維持・補修するお金

投資・出資金・貸付金 市が財産を有効に運用するためのお金

積 立 金 基金へ積み立てたお金

歳 計 剰 余 金 歳入総額から歳出総額を差し引いたお金
※歳出総額には、歳計剰余金は入りません

※歳計剰余金とは、歳入総額−歳出総額の金額です。
歳出総額には、歳計剰余金は入りません　　　　

普通会計　歳出の内訳
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お知らせ

小城市の貯金と借入金（５年分）

0
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100

150
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（億円） 平成25年度

196億7,234万円 200億6,224万円 200億174万円 201億6,862万円 201億1,027万円

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

337億8,727万円343億5,635万円 343億3,011万円 348億2,020万円 339億4,702万円

※水道事業会計、
　病院事業会計は除く。（億円） 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

一般会計 簡易水道特別会計 下水道特別会計

貯金（年度末残高）

借入金（年度末残高）

財政調整基金 減債基金
公共施設整備基金 その他特定目的基金

　市の貯金は、201億1,027万円
となり、前年度より5,835万円減
少しました。また、借入金は前年
度より１億5,975万円減り337億
8,727万円となりました。
　今後も一般会計では、広域清掃
センターの建設や義務教育施設の
改修などを計画しています。下水
道事業についても、2030年まで
の整備を計画しています。こうし
たことから、市の貯金は今後減少
していきます。

大学誘致促進事業 ７億５,６５0万５千円
　市内の賑わいの創出と地域の活性化のため、西
九州大学看護学部を誘致し、施設整備とまちづく
り活動に対し補助金を交付しました。

都
市
計
画
課

空家等対策推進事業 ４６0万７千円
　市民の安全で安心な暮らしの実現および良好な
生活環境を保全し、活力あるまちづくりを推進す
るため、空家等の適切な管理および空家等の活用
などを促進しました。また、小城市空家等対策計
画の策定や空き家の改修に対し補助金を交付しま
した。

市営住宅建替事業 ８億７７７万円
　耐用年限を経過しているなどの課題のあった市
営住宅について、牛津駅南地区に鉄筋コンクリー
ト造、４階建ての市営牛津団地２号棟の建設を行
いました。

移住・定住対策事業 ５,４３６万４千円
　人口減少対策や地域活性化のため、市の魅力の
PRや移住・定住者に対し奨励金を交付しました。

定
住
推
進
課

平成29年度に実施した
主な事業を紹介します

計画的な土地利用の推進と効率的な都市づくり
住みたい！と思う　笑顔が集まるキレイなまち政策１

循環型社会の形成

みんなが健やかで　生きがいを感じるまち政策４

保健・医療の充実

天山地区共同環境組合事業（建設）
 １億６,５７７万５千円
　可燃ごみ焼却施設の建設、維持管理および施設
の運営を多久市と共同で行うため、これに必要な
費用を負担しました。

環
境
課

胃がん検診事業 ７３５万７千円
　胃がんを早期発見し、早期治療に結びつけるた
め総合健診（集団）での胃透視検査を実施しました。
また、平成29年度から、小城・多久市内の８医療
機関で胃内視鏡検査を受診できるようにしました。

健
康
増
進
課

安全に　みんなが行き交うまち政策２

道路の保全と交通網の充実
スマートインターチェンジ整備事業
 ３億３,１６５万５千円
　市の産業振興をはじめ、災害時の広域支援体制の
向上など地域を活性化するため、長崎自動車道小城
PAにスマートインターチェンジを整備しました。

道路新設改良事業 ３,2３2万８千円
　一般車両、歩行者などの安全性と利便性を確保
するために、道路改良工事を行いました。

建
設
課
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指標からみる財政状況
【経常収支比率】
使途を制限されない経常的な収入（地方税、普通交付税などの
毎年収入される性質のもの）に対する経常的な支出（人件費、
公債費、扶助費などの毎年経常的に支出されるもの）の割合です。
この割合が低いほど自由に使えるお金があることになります。

【実質公債費比率】
借入金（地方債）の返済額およびこれに準ずる額の大きさを指
標化し、資金繰りの程度を示すもので、一般会計等が負担する
元利償還金等の標準財政規模に対する比率です。

【財政力指数】
地方公共団体の財政力を示す指標です。財政力指数が高いほど
自主財源（地方公共団体が自ら調達できる財源）の割合が高く、
財政力が強いことになります。これが１を超えると、普通交付
税は交付されなくなります。

平成29年度 平成28年度

経常収支比率
財政の弾力性
（ゆとり）の指標

92.2％ 88.8％

実質公債費比率
借金返済の割合 4.7％ 4.9％

財政力指数
自前の財源の割合
（３カ年平均）

0.41 0.41

市税徴収率
（現年課税分） 99.3％ 99.1％

放課後児童健全育成事業 １億2,90４万２千円
　労働などにより保護者が昼間家庭にいない小学
生に対し、授業終了後に遊びや生活の場を提供し
ました。また、開始時間の繰り上げと利用対象を
小学6年生までに拡大しました。

教
育
総
務
課

子育てワンストップサービス支援事業
 １0７万４千円
　マイナンバー制度を活用した子育て関連サービ
スの手続き軽減化に対応するため、国が整備する
マイナポータルとの接続環境整備を行いました。

子どもの医療費助成事業 １億６,５0８万９千円
　０歳から中学生を対象に、医療費の助成を行い
ました。また、助成方法を一部変更して、手続の
簡素化を行いました。

社
会
福
祉
課

保育園民営化事業 ４４４万７千円
　「小城市立保育園・幼稚園の再編計画」に基づき、
平成30年４月開所に向けて岩松保育園の民営化を
行いました。

保
育
幼
稚
園
課 地域包括支援センター運営事業 ６３万５千円

　高齢者の増加および地域包括支援センター機能
の充実・強化のため、市が運営する新たな地域包
括支援センターを開設する準備を行いました。

高
齢
障
が
い
支
援
課

みんなでささえあう　やさしいまち政策５

高齢者福祉・介護の充実

子どもが自分らしく　笑顔で育っていけるまち政策６

子育て支援の充実

ため池耐震性調査事業 2,0８８万３千円
　防災重点ため池の９池のうち、４池の耐震性の
調査と１池のハザードマップの作成を行いました。

農
村
整
備
課

避難所看板設置事業 ３４１万円
　災害発生時に速やかに避難できるよう、指定避
難所に避難所表示看板を設置しました。

防
災
対
策
課

強い農業づくり交付金事業 ６億３６万２千円
　小城・牛津地区共同乾燥施設（カントリー）の
再編新築工事に対し、補助金を交付しました。

農
林
水
産
課

基盤整備促進事業 ７,99６万２千円
農業基盤整備促進事業 ７,５１５万６千円

　農業競争力を強化するため、暗
あん
渠
きょ
排水整備や水

路整備などを行いました。

農
村
整
備
課

地域の資源を活かし　企業も市民も元気なまち政策７

農林業の振興

ひとりひとりの力を合わせて防犯・防災　安心して暮らせるまち政策１0

防災・減災体制の充実
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ふるさと納税

活用
を

しています

ふるさと納税

活用
を

しています

ふるさと納税

活用
を

しています

全国から集まった寄附金額全国から集まった寄附金額

平成
29年度

市へ寄附をする際は
3つの項目があります

50,444件
18億2,975万円
50,444件
18億2,975万円

1子ども・子育て・教育のまちづくり

2 健康・福祉のまちづくり

3 市長おまかせコース

子どもの医療費助成事業
5,000万円

子どもの保健の向上と福祉の増
進のために子どもの医療費を助
成しました。

予防接種事業
5,500万円

乳児から高齢者まで、
予防接種の促進など。

がん検診　2,500万円
がんの早期発見、早期治
療のためにがん検診の費
用を一部助成しました。

乳児健康診査事業　300万円
子どもたちの健やかな成長の
ため、乳児健診の促進など。

小城公園維持管理事業　1,700万円
桜の名所として知られる小城公園の整備な
どを行いました。

都市公園維持管理事業　800万円
市内にある都市公園の維持、整備などを行
いました。

図書館管理運営事業
4,850万円

市内図書館で提供する本の購入や
自動車図書館「本丸くん」の運営
など。

LED防犯灯設置補助事業
300万円

地区の防犯灯をLEDに交換しました。

教育情報化推進事業　3,100万円
小・中学校でのICT教育の推進を行い
ました。

子どもの保育、教育給付金事業
1億5,000万円

保育園、幼稚園などの施設運営など。

総合戦略課（西館２階）【担当】篠原・西田　☎37・6110申問

全国の皆さんからいただいた応援寄附金（ふるさと納税）はさまざまな
事業に活用されています。その活用例の一部を紹介します。
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